
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

子どもはまず、耳で聞いた言葉をまねして言

ってみます。その言葉と現実のものが結びつく

と、その言葉を的確に使えるようになります。も

のには名前があることが理解できるようになり、

自分の意志や感情を伝えられるようになるので

す。そこで心掛けたいのは、大人の言葉かけで

す。言葉を教えようとするのではなく、「おいし

いね」「お花がきれいだね」「ワンワンがいるよ」

など、子どもの反応をみながらゆっくり話しか

けていきましょう。 

子どもの成長発達の土台は、 

「身体づくり」と「心育て」です 

  まず大切なのは、規則正しい生活リズム作り

です。しっかりした土台ができてくると、わか

る、まねる、知る、覚える、話すといった「知力

やことば」の力が育ち、言葉のキャッチボールが

できるようになります。色々な経験のなかで、

「知りたい」「やってみたい」と興味や関心の世

界を広げていきます。 

 

 

 

 

 

●手をいっぱい使おう 

 手や指先を使うことで脳が刺激されます。 

服を着る、ボタンをとめる、お手伝いを

するなど生活のなかにチャンスはいっぱ

いあります。 

●言葉をそえて豊かな言語環境をつくろう 

 短い言葉で声をかけたり、子どもの動作に 

 合わせた言葉をかけましょう。 

  

●楽しい関わり、いっぱい笑おう！ 

言葉と心は人と人との関わりのなかで

育ちます。笑いのある団らん、 

うれしい遊び、面白い体験、自分を 

わかってもらう安心感、大好きな家族

と過ごすほっとする時間など、家庭は 

「心育て」の基盤です。 

 

  

●規則正しい生活で健康な身体をつくろう 

決まった時間に起きて、もりもり食べて、 

のびのび遊んで、ぐっすり眠りましょう。 

●からだを使って楽しく遊ぼう 

身体を使った遊びは丈夫な身体をつくり 

ます。遊びのなかで知恵も使い、人と 

かかわる力も育ちます。 

 言葉の育ちを応援しよう 

1、2階は・・・ 「身体づくり・生活づくり」 

3階は・・・大切な 「心育て」  

4階から上は・・・ 「知力・言葉育て」   



 

 

言葉の育ち、ゆっくりかな・・・？ 

２歳になる前に２語文が話せる子もいれば、

ほとんど言葉を口にしない子もいます。 

言葉の発達には個人差があります。大人の言う

ことが理解でき、動作で答えてくれているので

あれば、多くの場合は問題がありませんが、 

● 後ろから呼んで、聞こえているかどうか 

●  言葉の意味を理解しているかどうか 

（「ご飯食べようね」と言うと食べ始める、など） 

  ● 気持ちの交流ができるか 

（視線が合い、意志の疎通ができるか） 

 この３つのうち１つでも気になる場合には、 

今後の手立てについて保健師と一緒に考えてい

きましょう。 

 

 

 

 絵本を読んであげましょう 

 

 ひざに抱っこしたり、夜寝る前に読んであげた

りと、一緒に本を読む時間は親子の楽しいスキン

シップの時間です。 

絵本はことばの発達

を促したり、情緒を豊か

に育てたり、想像するこ

とも学びます。 

 

 

○1 歳児には・・・小型の絵本をおもちゃのひと

つとして選びましょう。明る

い色彩で、絵柄が大きく、線

がはっきりとしたシンプルな

ものがお勧めです。 

○2 歳児には・・・繰り返し読んでいるうちに、

話の内容を覚えてしまう子

もいます。リズミカルな文章

のものが好きです。 

 

 

  図書館もおすすめです 

   

絵本や紙芝居・手遊びなどを用意しています。 

どなたでも参加できます。 

市内各図書館で実施している曜日や時間が異な

ります。 

（貸出は休館日以外利用可能です） 

 

 

 

 

 

 

 コミュニケーションは、人との直接のやりと

りを通して育ちます。映像や音源を聞かせるの

は一方的な情報の与え方なので、言葉と感情の

結びつきにとって充分ではありません。集中力

や注意力が落ちたり、脳の領域が変化すると言

われています。 

お子さんは興味を持たれると思いますが、乳

幼児期にゲームやスマホで子守をすることはお

すすめできません。 

機器の与え方や時間について大人が環境づく

りをしてあげてください。 

 

 

１ 

１ 


